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Ⅰ．緒　　言
　メドウフェスク（Festuca pratensis Huds.）は，冷涼，
湿潤，肥沃なところでよく生育し，わが国の寒地・
寒冷地によく適応する多年生寒地型イネ科牧草であ
る。本草種は，越冬性ではチモシーより劣るがオー
チャードグラスより優れ，家畜の嗜好性，混播適性
も良好である。これまで北海道における重要なイネ
科牧草として，チモシーおよびオーチャードグラス
主体混播草地の夏季から秋季の生産性を補完する補
助草種として，採草あるいは兼用利用に用いられる
ことが多かった。種子需要量は1980年代までイネ科
牧草の総需要量の約８％（年間約80t）を占めていた
が，現在は約２％（年間約７t）まで減少している。
その原因として，北海道の混播草地ではオーチャー
ドグラス主体の栽培が減少し，チモシーに集中化し
たことが挙げられる。オーチャードグラスはチモ
シーより，越冬性や生育ステージの進行に伴い飼料
品質が劣ることからその栽培が敬遠され，また酪農
家１戸当たりの飼養頭数の増加に伴う労働力不足な
どから，刈取り回数の少ないチモシーの栽培が指向
された。このようなことからチモシーの栽培面積は
増加したものの，チモシーはオーチャードグラスよ
りも競合力が弱く，メドウフェスクがチモシーの生
育を抑圧すること，あるいは主体草種であるチモ
シー自体の早晩性などの特性に合わせた栽培管理が
行われるようになったことなどからメドウフェスク
との組合せは避けられ，その結果，種子需要量が減
少したと考えられる。
　しかし，近年，飼料自給率向上の一方策として，

低コスト，ゆとり経営を指向して放牧が見直され，
短草状態の高栄養の放牧草を採食させることで草地
を効率的に利用し，家畜の生産性を高める集約放牧
が推進されている。放牧用草種としてはペレニアル
ライグラスが最も優れているものの，越冬性が劣る
ことから，主要な草地酪農地帯である北海道東部（以
下，道東と略す）の土壌凍結地帯での利用は困難で
ある。また越冬性に優れるチモシーは耐暑性，再生
力が劣り，とくに夏季以降の生産性が低下すること
から集約放牧用草種としては適していない。そこで，
夏季以降著しく生産性が低下しないメドウフェスク
が集約放牧用草種として期待され（須藤，2004），「ハ
ルサカエ（1999年命名登録）」を用いた土壌凍結地帯
での集約放牧試験から，その利用が可能であること
が明らかにされ普及が図られている（松村ら，2008）。
しかし，「ハルサカエ」は元来多雪地において，混
播草地での補助草種として採草利用を想定して育成
されたものであり，土壌凍結地帯における放牧利用
としての選抜は行われていない。土壌凍結地帯にお
いては越冬性が何よりも第一義として重要であり，
より越冬性が安定して優れる集約放牧用品種を育成
するには，育種の初期段階から高度な越冬性と集約
放牧を想定した選抜が必要となる。
　そこで北海道農業試験場（現，北海道農業研究セ
ンター。以下，北農研と略す）と北海道立根釧農業
試験場（現，北海道立総合研究機構根釧農業試験場。
以下，根釧農試と略す）では共同で，土壌凍結地帯
向き集約放牧用品種の育成を目標に，越冬性，多回
刈り条件下での季節生産性の改良を中心に選抜を行
い，「まきばさかえ」を育成した。2005年から系統
適応性検定試験および特性検定試験などを実施した
結果，「まきばさかえ」は越冬性および放牧を想定
した短草管理での収量性が標準品種の「ハルサカエ」
より優れていることが認められ，2009年２月に北海
道優良品種に認定されるとともに，2010年３月にメ
ドウフェスク農林合３号「まきばさかえ」として農
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林認定された。
　「まきばさかえ」は，北農研寒地飼料作物育種研
究チーム（現，北農研酪農研究領域イネ科牧草育種
班）と根釧農試作物科（現，根釧農試飼料環境グルー
プ作物班）において育成されたもので，育成に携わっ
た研究者は14名である。基礎集団の評価と選抜は，
高井，中山，大同，水野，藤井，山川，澤田によっ
て行われ，構成栄養系の決定と合成は高井，山田，
眞田，中山，水野，藤井，山川，林，牧野によって，
北育系統の評価と生産力予備検定試験の調査は山
田，眞田，田村，佐藤，林，牧野によって，生産力
検定試験と育成地における各種特性検定試験の調査
は田村，田瀬，眞田によって行われた。系統適応性
検定試験のデータを含む試験成績のとりまとめは，
田瀬，田村，眞田が行った。

Ⅱ．育種目標，育種方法ならびに育成経過
１．育種目標
　北海道の土壌凍結地帯に適する越冬性を備え，収
量性，季節生産性に優れる放牧用品種を育成する。

２．育種方法
　「まきばさかえ」は５栄養系の組合せによる合成
品種である。構成栄養系の来歴は，オランダの品種

「Bundy」から１栄養系，ノルウェーの品種「Salten」
から２栄養系およびスウェーデンの品種「Boris」
から耐凍性で選抜した２栄養系である（Table 1）。

69915991
Clone  no. Date of Winter Plant type2) Winter Susceptibility Plant vigor1)

head emergence  hardiness1) Summer Autumn  hardiness1) to net blotch3) Spring Summer Autumn
387 4 June 6.5 3.5 6.5 7.0 6.0 1.5 7.5 6.5 6.5
452 6 June 6.0 2.5 7.5 6.0 5.5 2.5 6.0 6.5 5.5
455 5 June 6.0 5.5 6.0 7.0 6.0 2.5 5.5 6.5 4.0
468 7 June 6.0 5.5 5.5 6.0 6.5 2.0 6.5 6.0 5.0
473 5 June 6.0 5.0 5.5 6.5 7.0 1.0 7.0 6.0 6.5

.tcO21.guA02yaM12.guA21.tcO01.guA71enuJ32.rpA82etaD

Plant vigor1)

Table 1. The origin of five parental clones of 'Makibasakae' .

Table 2. Characteristics of parental clones of 'Makibasakae' under infrequent cutting in Sapporo.

1） Rating scale of 1 （poor） to 9 （good）.
2） Rating scale of 1 （erect） to 9 （prostrate）.
3） Rating scale of 1 （slight） to 9 （severe）.

３．育成経過
　「まきばさかえ」の育成経過を Figure 1に示した。

　１） 構成栄養系の決定
　メドウフェスク育成系統の北海１〜13号の構成栄
養系および耐凍性選抜栄養系などを含む優良144栄
養系を選抜基礎集団とし，各栄養系を株分け後，
1994年８月に積雪地の北農研，土壌凍結地帯の根釧
農試に供試した。両試験地では個体植（約0.8m×
0.8m），２反復で，1996年まで少回刈り（年３回）に
より越冬性，草勢，病害程度の評価を行った。1997
年に越冬性を調査後，優良栄養系を北農研で14点，
根釧農試で24点選抜した。両場所でそれぞれ選抜栄
養系を用いて多交配を行い，栄養系別に採種した。
採種種子量の少ない栄養系を除き，北農研13点，根
釧農試20点の計33多交配後代について，北農研では
全ての後代を，根釧農試では根釧選抜栄養系の後代
を用いて，1998年より後代検定を実施した。試験は
シロクローバ混播条件下で個体植（約0.2m ×0.2m），
３〜４反復，多回刈り（年６〜８回）として，越冬性，
草勢，病害程度の評価を2000年まで行った。2001年
に越冬性を調査し，これまでの調査データを基に５
栄養系を選定し，北農研の隔離温室内で水耕法によ
り合成１代を採種し「北育４号」の名称を付した。
構成栄養系となった５栄養系の特性は Table 2のと
おりである。
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1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2002

2001

2003

2004

2005

2006

2007

2008

Progeny tests

NARCH
33 progeny lines

HKAES
20 progeny lines

Decision of 5 parental clones

Preliminary performance test
NARCH (‘03-’04)
HKAES  (‘02-’04) 

Regional 
performance 
tests at five 
experiment 
stations

Specific 
characteristics 
tests at two 
experiment 
stations

Regional 
adaptability 
tests at two 
livestock 
breeding 
stations

Specific 
characteristics 
tests at 
NARCH

Foundation 
seed production  
at livestock 
breeding station

flow of clones
flow of seeds
flow of information

isolation

Year

Evaluation of 144 superior clones under infrequent 
cutting at two different experiment stations

Polycross of 5 clones and syn-1 seed 
production (Hokuiku 4)

Polycrosses among clones selected from each experiment station

Syn-2 seed production
Hokkai 15)

Progenies with low seed production were excluded

Under frequent cutting in a meadow fescue-white 
clover mixed sowing condition 

NARCH1)

in a snowy area
HKAES2)

in a frozen soil area

14 and 24 elite clones were selected at NARCH and HKAES, respectively

Syn-2 seed production

Figure 1. Breeding scheme of ‘Makibasakae’

1） NARCH：National Agricultural Research Center for Hokkaido Region
　              （now NARO Hokkaido Agricultural Research Center）
2） HKAES：Hokkaido Prefectural Konsen Agricultural Experiment Station
                 （now Hokkaido Research Organization Konsen Agricultural Experiment Station）

　２） 育成系統の評価
　2002年に採種した「北育４号」の合成２代種子を
用い，北農研では2003年から2004年まで，根釧農試
では2002年から2004年まで「ハルサカエ」を標準品
種として，他の育成４系統（北育１〜３号，５号）と

ともに生産力検定予備試験を実施した（Table 3，4）。
耕種概要は試験区を１区が条長４m ×条間0.3m×
４条（4.8㎡）の４反復として，北農研が2003年５月
14日，根釧農試が2002年８月26日に播種した。播種
翌年からは年間６〜８回の刈取り調査を実施した。
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主に根釧農試における試験結果から「北育４号」と
「北育２号」の特性が「ハルサカエ」よりも優れて
いたので（Table 4），それぞれ「北海15号」，「北海
14号」の系統番号を付し，系統適応性検定試験およ
び特性検定試験の供試系統として選定した。

　３） 系統適応性検定試験，特性検定試験，地域適
応性検定試験および育成地における特性検定
試験

　「北海15号」の合成２代の採種圃場は，2001年と
2002年に造成し，それぞれ2002年および2003年から
2004年にかけて採種を行った。このうち2003年採種
種子を用いて「北海14号」とともに系統適応性検定
試験，特性検定試験および地域適応性検定試験を実
施した。また北農研では，生産力検定試験の他に，
兼用利用，混播適性，採種性，個体植特性などの各
種試験を実施した。

Ⅲ．特　性
１．試験方法
　１） 供試系統
　「まきばさかえ」にあたる「北海15号」，「北海14号」，

「ハルサカエ」および「プラデール」の４品種・系
統を供試した。標準品種は「ハルサカエ」とし，比
較品種として「プラデール」を用いた。「プラデール」
は「ハルサカエ」より越冬性がやや劣るものの，収
量性にやや優れ，道東を普及対象地域とした北海道
の優良品種である。データは「まきばさかえ」、「ハ
ルサカエ」および「プラデール」についてのみ示し
た。統計処理は４品種・系統について実施し、「ま
きばさかえ」と標準品種，比較品種の間に有意差が
認められた場合に表中に最小有意差（LSD; ５％）を
示した。

　２） 系統適応性検定試験と地域適応性検定試験
　Table 5に系統適応性検定試験と地域適応性検定
試験が行われた場所を，Table 6に播種年月日や施

Table 3. Preliminary performance test under frequent cutting in Sapporo1）.

Table 4. Preliminary performance test under frequent cutting in Konsen.

1） Hokuiku 4 was renamed Hokkai 15 and later registered as 'Makibasakae'.
2） Rating scale of 1 （poor） to 9 （good）, data of 2003.
3） Rating scale of 1 （poor） to 9 （good）, average for two years （2003 and 2004）.
4） Rating scale of 1 （resistant） to 9 （susceptible）, data of 2003.
5） Total yield for two years （2003 and 2004）.

1） The data were evaluated in 2004.
2） Hokuiku 4 was renamed Hokkai 15 and later registered as 'Makibasakae'.
3） Rating scale of 1 （poor） to 9 （good）.
4） Rating scale of 1 （slight） to 9 （severe）.
5） The data were classified according to season into the three seasons : Spring（May - June）, Summer（July - Aug.）

and Autumn （Sep. - Oct.）.
    The same grouping classification is used in the following tables.
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肥量などの耕種概要を示した。地域適応性検定試験
は家畜改良センターでの系統評価の事業として実施
された。試験実施当時の場所名称を使用し，農業試
験場を農試，畜産試験場を道立畜試，上川農業試験
場天北支場を天北支場と略記し，家畜改良センター
の名称は省略した。系統適応性検定試験および地域
適応性検定試験は，北海道内の５場所と２場所にお
いて，2005年春播種で各々４年間実施された。なお
地域適応性検定試験では比較品種の「プラデール」
は供試していない。調査方法とその基準は，「飼料
作物系統適応性検定試験・特性検定試験・地域適応
性等検定試験実施要領（改訂５版）」（平成13年４月）
に準拠した。刈取りは放牧利用を想定し，草丈が

30cm 前後に達した段階で実施し，各場所，年次の
季節別の刈取り回数を Table 7に示した。

　３） 特性検定試験
　（１） 耐寒性検定試験
　耐寒性検定試験は，根釧農試で実施された。2005
年５月17日に播種量200g ／ a，条長1.5ｍ，条間0.5
ｍで条播した。試験配置は１区１条で６反復乱塊法
とした。雪腐病を防除し無除雪の試験区（対照区），
雪腐病を防除し除雪した試験区（凍害区），雪腐病を
防除せず無除雪の試験区（雪腐病害区）を設けて，耐
寒性と雪腐病抵抗性を調査した。除雪は除雪機によ
り実施し，２月末まで積雪深を概ね10cm以下に保っ

Location                      Experiment Station/ Livestock Breeding Center
Sapporo National Agricultural Research Center for Hokkaido Region

     (now NARO Hokkaido Agricultural Research Center)
Tenpoku Hokkaido Prefectural Kamikawa Agricultural Experiment Station, Tenpoku Branch

     (now Hokkaido Research Organization Kamikawa Agricultural Experiment Station Tenpoku Sub Station)
Shintoku Hokkaido Animal Research Center

     (now Hokkaido Research Organization Animal Research Center)
Kitami Hokkaido Prefectural Kitami Agricultural Experiment Station

     (now Hokkaido Research Organization Kitami Agricultural Experiment Station)
Konsen Hokkaido Prefectural Konsen Agricultural Experiment Station

     (now Hokkaido Research Organization Konsen Agricultural Experiment Station)
Tokachi National Livestock Breeding Center Tokachi Station

Niikappu National Livestock Breeding Center Niikappu Station

Location Date of Type of Row space Seeding rate Plot size Fertilizer1

seeding in 2005 seeding (cm) (g/a) (m2) (N-P2O5-K2O; kg/a/year)
Sapporo 17 May row 30 200 4.8 2.50-2.16-2.50
Tenpoku 24 May row 30 200 6.0 1.67-0.67-1.67
Shintoku 1 June row 30 200 6.0 1.83-0.96-1.47
Kitami 27 May row 30 200 5.0 1.54-1.77-1.54
Konsen 23 May row 30 200 6.0 1.71-0.81-1.71
Tokachi 30 May row 30 200 6.0 4.65-4.65-4.96

Niikappu 9 June row 30 200 6.0 1.58-1.19-1.58

Location 2006 2007 2008
Spring Summer Autumn Total Spring Summer Autumn Total Spring Summer Autumn Total

Sapporo 3 2 3 8 3 3 2 8 3 1 2 6
Tenpoku 3 3 2 8 2 3 1 6 3 1 2 6
Shintoku 3 4 2 9 2 3 2 7 2 2 2 6
Kitami 5 4 2 11 3 2 2 7 2 2 1 5
Konsen 3 4 2 9 2 3 0 5 2 2 2 6
Tokachi 4 4 3 11 4 4 1 9 3 4 2 9
Niikappu 3 2 2 7 3 3 1 7 3 4 2 9

Table 5. Locations of the regional performance test in Hokkaido.

Table 6. Experimental design in the regional performance test.

Table 7. Number of cuttings in each season in the regional performance test.

1） Average for three years （2006 to 2008）.
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に接種し，深さ約50cm で埋雪し，雪腐黒色小粒菌
核病菌接種苗は65日後，紅色雪腐病菌接種苗は110
日後に掘り出し，温室内で再生させて４週間後に生
死を調査した。

　（３） 兼用利用検定試験
　2005年５月17日に播種量200g ／ a で条播し，試
験区は１区が４ｍ×条間0.3ｍ×４条（4.8㎡）の４
反復乱塊法とし，３年間調査を実施した。調査は１
番草は出穂期に刈取る採草利用条件とし，１番草刈
取り後は放牧利用を想定し，草丈30cm 程度での多
回刈りを行った。追肥量は早春追肥が N − P2O5−
K2O で0.7−0.96−0.7kg ／ a とし，１番草刈取り後
は各刈取り後 N − P2O5− K2O で0.3−0.23−0.3kg
／ a を施用した。

　（４） シロクローバとの混播適性検定試験
　シロクローバの「ソーニャ」を供試し，2005年５
月17日にメドウフェスクの播種量200g ／ a，シロ
クローバを30g ／ a の割合で散播した。試験区は１
区４ｍ×1.2ｍ（4.8㎡）の４反復乱塊法とした。調査
は系統適応性検定試験と同じ刈取り処理を実施し，
刈取り後の追肥量も同量とした。

　（５） 飼料成分の調査
　飼料成分分析には，北農研の2006年（２年目）の生
産力検定試験および兼用利用検定試験のサンプルを
供試した。両試験ともに刈取り時に約500g の生草
を採取し，72℃ 48時間通風乾燥後，ウイレー型ミ
ルで粉砕し，さらにサイクロンミルで１mm メッ
シュを通して微粉砕した。サンプルは各反復を番草
ごとに混合した。
　飼料成分分析は十勝農業協同組合連合会農産化学
研究所に委託して実施し，粗蛋白質（CP），酸性デ
タージェント繊維（ADF），中性デタージェント繊
維（NDF），細胞内容物（OCC），高消化性繊維（Oa），
低消化性繊維（Ob）について近赤外分光分析計によ
り測定した。可消化養分総量（TDN）は NRC2001年
版飼養標準における推定式により算出された。水溶
性炭水化物は，北農研の高速液体クロマトグラフで
分析した。

た。雪腐病防除にはフルアジナム剤1000倍液を根雪
前に散布した。

　（２） 放牧適性検定試験
　放牧適性検定試験は，道立畜試で実施された。
2005年８月８日に，播種量300g ／ a で播種し，試
験区は１区５ｍ×６ｍ（30㎡）の散播で，試験配置
は５反復乱塊法とした。2005年（造成年）は放牧せず
掃除刈りを実施した。２年目以降は肉用繁殖牛６〜
10頭（体重600〜800kg）を供試した。放牧方法は，
草丈30cm 程度の時期に大凡２〜３日間の昼夜放牧
を，2006年は８回，2007年は７回，2008年は６回実
施した。放牧前後に草量を測定し，前後差法により
利用草量（乾物）を求めた。また放牧後は各試験区間
の残草量を均一にするために毎回自走式フレールモ
アで掃除刈りを実施した。

　４） 北農研における試験
　（１） 耐凍性検定試験
　前述の４品種・系統に加えて，全道を普及対象地
域としている「リグロ」も比較品種として供試した。
１回目は2005年９月７日にペーパーポットに播種し
温室内で育苗後，10月３日に野外に搬出し，11月30
日に耐凍性検定を実施した。冠部３cm を採取し，
各温度水準につき20個体の２反復とした。−３℃で
６時間植氷後，プログラムフリーザーで１時間当た
り１℃降下させて６温度水準で凍結処理を行った。
４℃で一晩解氷後，バーミキュライトに移植し，４
週間後に生死を判定し，プロビット法により半数個
体致死温度（LT50）を算出した。２回目の2006年も同
様の試験として，９月７日にペーパーポットに播種
し，10月３日に野外に搬出し，12月６日に耐凍性検
定を実施した。

　（２） 雪腐黒色小粒菌核病および紅色雪腐病抵抗
性検定試験

　耐凍性検定試験と同様に比較品種として「リグロ」
を加えた５品種・系統を供試した。2005年９月９日
にペーパーポットに１材料14個体４反復で播種し，
温室内で育苗後，10月３日に野外に搬出した。12月
26日にエンバク種子で培養した雪腐黒色小粒菌核病
菌 生 物 型 B（Typhula ishikariensis  Imai var .  
ishikariensis, biotype B）お よ び 紅 色 雪 腐 病 菌

（Monographella nivalis（Schaffnit）Müller）を各２反復
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調査は種苗特性分類調査（昭和53年）に従って実施し
た。

　（８） 採種性検定試験
　2005年５月20日に播種量50g ／ a で条播し，試験
区は１区４ｍ×条間0.6ｍ×４条（9.6㎡）で，４反
復乱塊法とした。調査は中２条について実施した。
施肥は早春に N − P2O5− K2O で0.56−0.77−0.56kg
／ a を施用し，採種後刈払いを行い0.4−0.29−0.4kg
／ a を施用した。

２．試験結果
　１） 越冬関連形質
　（１） 越冬性
　系統適応性検定試験および地域適応性検定試験に
おける各場所の越冬性を Table 8に示した。「まき
ばさかえ」の越冬性は，土壌凍結地帯の道東４場所

（道立畜試，北見農試，根釧農試，十勝牧場）で，全
ての年次で「ハルサカエ」より優れるか同程度で，
と く に2006年 の 根 釧 農 試（Photo 1）， 十 勝 牧 場，
2008年の北見農試では顕著に優れた。また道東平均
および全場所平均ともに，全ての年次で「ハルサカ
エ」，「プラデール」よりも優れた。
　早春の草勢を，Table 9に示した。「まきばさかえ」
の早春の草勢は2008年の新冠牧場で「ハルサカエ」

　（６） エンドファイト感染率の調査とアルカロイ
ド分析

　エンドファイト感染率の検定には「まきばさかえ」
の構成親栄養系，「まきばさかえ」と「ハルサカエ」
の合成２代種子（各々 2003年産，2001年産）および
それら種子から発芽させた１ヶ月目の幼苗を供試し
た。調査方法は，栄養系と幼苗については葉鞘裏面
の表層組織を0.1％酸性フクシンを含む乳酸溶液で
染色し，光学顕微鏡下で観察した。種子は2.5％水
酸化ナトリウム水溶液に16時間浸漬後，同様の染色
を行い観察した。
　アルカロイド分析には「まきばさかえ」，「ハルサ
カエ」のエンドファイト感染率の調査に用いたもの
と同じ合成２代種子および北農研の2006年（２年目）
の生産力検定試験における季節別のサンプルを供試
した。分析は宮城大学で実施し，種子および植物体
を粉砕し，有機溶媒で抽出後，ロリトレム B，エル
ゴバリン（異性体のエルゴバニリンを含む），ペラミ
ンを高速液体クロマトグラフで，ロリン（N- ホルミ
ルロリン）をガスクロマトグラフで測定した。

　（７） 個体植による特性調査
　2005年５月９日にペーパーポットに播種し温室内
で育苗後，同年７月８日に圃場に定植した。試験区
は１区0.8ｍ×0.4ｍ，15個体で４反復乱塊法とした。

Location
Sapporo Tenpoku Shintoku Kitami Konsen Tokachi Niikappu

Makibasakae 4.0 6.4 4.1 5.5 7.5 7.5 6.0 6.2 5.9
2006 Harusakae 4.3 4.8 4.1 4.3 2.3 4.5 5.3 3.8 4.2

Pradel 3.1 3.5 3.3 5.5 2.0 3.6 3.5
 l.s.d.(0.05)2) ns 0.7 ns 0.9 1.0 0.8 ns
Makibasakae 4.5 7.0 5.5 5.5 5.5 6.3 - 5.7 5.7

2007 Harusakae 3.3 6.0 5.3 5.0 4.8 5.8 - 5.2 5.0
Pradel 2.0 4.8 4.5 3.8 5.0 4.4 4.0

 l.s.d.(0.05)2) 0.5 0.9 ns 0.5 ns ns -
Makibasakae 5.0 5.5 5.0 7.0 6.0 6.3 5.0 6.1 5.7

2008 Harusakae 5.5 4.0 4.5 4.3 5.8 5.5 5.0 5.0 4.9
Pradel 3.9 4.0 4.0 3.0 6.3 4.4 4.2

 l.s.d.(0.05)2) 0.7 0.9 0.5 0.5 ns ns ns
Makibasakae 4.5 6.3 4.9 6.0 6.3 6.7 5.5 6.0 5.7

Mean Harusakae 4.3 4.9 4.6 4.5 4.3 5.3 5.1 4.7 4.7
Pradel 3.0 4.1 3.9 4.1 4.4 4.1 3.9

 l.s.d.(0.05)2) 0.5 0.7 0.5 0.4 0.5 0.4 ns

CultivarYear Mean-13) Mean-24)

Table 8. Winter hardiness1） of 'Makibasakae' in the regional performance test.

1） Rating scale of 1 （poor） to 9 （good）.
2） Least significant difference at the 5% level; ns, not significant.
3） Average of four locations （Shintoku, Kitami, Konsen and Tokachi） located in the  frozen soil area.
4） Average of all locations.
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　（２） 耐寒性
　「まきばさかえ」の凍害区における萌芽程度，早
春の草勢は，2006年，2007年ともに「ハルサカエ」，

「プラデール」と同程度であった（Table 10）。１番
草乾物収量の対照区に対する減収程度は，2006年は

「ハルサカエ」と同程度であったが，2007年は「プ
ラデール」より小さかった。このことから，「まき
ばさかえ」の耐寒性は「ハルサカエ」と同程度の“や
や強”と判定され，「プラデール」の“中”よりや
や優れると判断された。

　（３） 雪腐病抵抗性
　2006年は雪腐大粒菌核病（Myriosclerotinia borealis 

（Bubák & Vleagel） Kohn）が著しく発生した。雪腐
病害区における「まきばさかえ」の萌芽程度，早春
の草勢は「ハルサカエ」，「プラデール」より優れ，
１番草乾物収量の対照区に対する減収程度は両品種
より小さかった（Table 10）。「ハルサカエ」の雪腐
病に対する耐病性を“中”，「プラデール」の耐病性
を“中〜やや弱”として比較すると，「まきばさかえ」
の耐病性（雪腐大粒菌核病）は“強”と判断された。
2007年は雪腐大粒菌核病の発生は少なく，雪腐黒色
小粒菌核病が発生した。2007年の雪腐病害区におけ
る萌芽程度は，「ハルサカエ」と同程度であったが，
早春の草勢は優れた（Table 10）。１番草乾物収量の

よりも劣ったものの，それ以外の全場所，年次にお
いて「ハルサカエ」より優れるか同程度で，越冬性
が顕著に優れた2006年の根釧農試，十勝牧場，2008
年の北見農試では大きな差異が認められた。また道
東平均および全場所平均ともに，全ての年次で「ハ
ルサカエ」，「プラデール」よりも優れた。以上の結
果から，「まきばさかえ」の越冬性は「ハルサカエ」，

「プラデール」より安定して優れると判断された。

Location
Sapporo Tenpoku Shintoku Kitami Konsen Tokachi Niikappu

Makibasakae 5.5 7.3 6.0 6.8 7.8 7.5 - 7.0 6.8
2006 Harusakae 4.8 6.0 5.3 5.8 2.8 4.5 - 4.6 4.9

3.49.30.23.65.35.43.5ledarP
 l.s.d.(0.05)2) 0.5 0.5 0.8 ns 1.8 0.8 -
Makibasakae 6.0 - 7.0 6.5 5.5 6.3 5.3 6.3 6.1

2007 Harusakae 4.3 - 6.3 5.5 5.5 5.8 4.8 5.8 5.4
2.48.48.50.45.4-3.2ledarP

 l.s.d.(0.05)2) 0.8 - 0.7 0.7 ns ns 0.6
Makibasakae 5.3 6.0 5.3 7.3 6.0 5.0 5.0 5.9 5.7

2008 Harusakae 5.0 4.8 4.5 5.5 6.0 5.3 6.0 5.3 5.3
1.44.48.63.30.30.45.3ledarP

 l.s.d.(0.05)2) 0.8 1.0 0.8 0.8 1.9 ns 0.6
Makibasakae 5.6 6.6 6.1 6.8 6.4 6.3 5.1 6.4 6.1

Mean Harusakae 4.7 5.4 5.3 5.6 4.8 5.2 5.4 5.2 5.2
2.43.48.45.47.33.47.3ledarP

 l.s.d.(0.05)2) 0.4 0.6 0.5 0.5 0.8 0.5 ns

Year Cultivar Mean-13) Mean-24)

Photo 1.　Regrowth of ‘Makibasakae’ and 
‘Harusakae’ after overwintering　　

（May 19, 2006, Hokkaido Prefectural Konsen 
Agricultural Experiment Station）　　　　　

A new cultivar‘Makibasakae’ ‘Harusakae’

Table 9. Plant vigor １） in early spring of 'Makibasakae' in the regional performance test.

1） Rating scale of 1 （poor） to 9 （good）.
2） Least significant difference at the 5% level; ns, not significant.
3） Average of four locations （Shintoku, Kitami, Konsen and Tokachi） located in the frozen soil area.
4） Average of all locations.


